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令和２年度成人を祝う式典
　令和２年度成人を祝う式典と
令和３年度成人式を開催しました。
詳細は裏表紙をご覧ください。
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　北浦松榮さん（宮浜）が令和３年秋の叙勲において瑞宝双光
章（郵政事業功労）を受章されました。
　北浦さんは62歳で退職されるまでの約40年間、地域住民に
信頼される郵便局員として郵政事業に従事されました。
　また、40代半ばからは木造郵便局長を３年、鰺ケ沢郵便局
長を12年務められるなど、局員と地域の人との橋渡し役を担
い、地域活動に積極的に取り組みました。
　受章について北浦さんは「共に働いてくれた局員と地域の皆
さんに協力していただけたからこそ受章できた」と感謝の言葉
を述べました。

北浦松榮さんが瑞宝双光章を受章

　11月９日、第60回青森県統計大会が行われ、国勢調査員に
尽力したとして、尾﨑ひさ子さんと川野みどりさん（ともに本
町二丁目）が総務大臣表彰を受賞されました。尾﨑さんは昭和
55年から９回、川野さんは平成２年から７回にわたり国勢調
査の調査員として従事されています。
　12月22日、町役場で伝達式が行われ、平田町長から２人に
表彰状が手渡されました。受賞について尾﨑さんは「ボラン
ティアのつもりで行ってきた。理解してくれた家族に感謝した
い」、川野さんは「毎回新鮮な気持ちで勉強しながら従事して
きた」と喜びを述べました。
　各種統計調査は、国や地方自治体が行政施策を企画・立案す
る際の資料など様々な分野で活用されます。今後とも統計調査
にご理解とご協力をお願いします。

尾﨑ひさ子さん、川野みどりさんが総務大臣表彰受賞

瑞宝双光章を受章された北浦さん

川野さん（左）と尾﨑さん（右）
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　12月19日、鰺ヶ沢町老人クラブ連合会（小島千代枝会長）
が、会員研修会を舞戸公民館で開催し、18クラブ164名が参
加しました。
　研修会では、町総務課の帯川茂防災危機管理専門員が「高齢
者が災害から身を守るためには」をテーマに、地域社会や自主
防災組織による見守りなどの「共助」の重要性について講演し
ました。
　参加者は万が一の災害に備えるため、真剣に耳を傾けていま
した。また、講演後には参加者から質問や意見が寄せられまし
た。
　自主防災組織の立ち上げ方を「防災」ページで紹介していま
すので、ご覧ください。

老人クラブ連合会が研修会を開催

　12月14日、西海小学校（森山智明校長）で毎年恒例の校内
カルタ大会が開催されました。大会前には、札の読み手として
長年貢献し、昨年８月に亡くなられた山下正義鰺ヶ沢短歌会会
長に黙とうが捧げられました。
　大会は学級代表戦と全校児童が出場する個人戦が行われ、児
童は読み上げられる上の句を聞き逃さないよう耳を澄まし、カ
ルタから片時も目を離さずに真剣に取り組んでいました。個人
戦に出場した益城結衣さん（６年）は「対戦相手に勝てて嬉し
い」と話していました。
　鰺ヶ沢町郷土カルタは、一般応募、鰺ヶ沢短歌会員、町出身
歌人の作品全50首からなり、５・７・５・７・７の31音のな
かに町の歴史や文化、風土などを垣間見ることができます。

郷土カルタで楽しく学ぶ　～西海小学校～

　12月25日、赤石芸能保存会（世永良貴会長）主催で、絵馬
の墨入れが行われました。
　同会は毎年、地元の貴野神社へ絵馬を奉納しており、今回の
墨入れはみなみ保育園（加藤恵理子園長）と書道家の渡邉真理
子さんがコラボレーションして行われました。陰陽師をイメー
ジした衣装を身に着けた園児が太鼓を打ち鳴らすなか、渡邉さ
んが干支の寅が描かれた１畳ほどの絵馬に「鼓舞」の文字を
堂々と書き上げました。渡邉さんは「来年もみんなで心を奮い
立たせて頑張ろうという願いを込めた」と話してくれました。

みなみ保育園園児と赤石芸能保存会がコラボ

　大和田の岡元ミツヱさんが12月14日、めでたく100歳の誕
生日を迎えました。同日、平田町長が自宅を訪れ、顕彰状と記
念品を贈呈しました。
　岡元さんは、大正10年に旧木造町（現在のつがる市木造）
に生まれ、農業を営む富作さんとのご結婚を機に鰺ヶ沢町に移
り住み、３人の子どもと６人の孫に恵まれました。
　長生きの秘訣について岡元さんは「娘夫婦によくしてもらっ
ているからです」とにこやかに話していました。
　また、毎年行う山菜採りを楽しみにしており、坂道を含むご
自宅の周辺を散歩することもあるそうです。

岡元ミツヱさん　100歳おめでとうございます

100歳を迎えた岡元さん

具体的な例を上げながら講演していました

パフォーマンスをする渡邉さんと園児

一瞬の勝負に目が離せません
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★まちのホームページ
　　　　　⇒　https://www.town.ajigasawa.lg.jp



毎月１日は「あじがさわ健康の日」

【親子プロジェクト～生活習慣病予防健康教育～】

２月のテーマ「生活習慣病」

◆生活習慣病予防健康教育を実施
　この事業は、子どもの頃から自身の健康状態を知ること、子どもを通じて家族で生活習慣を見直
すことを目的として、町が鰺ヶ沢中学校生徒を対象に、弘前大学、県立保健大学、鰺ヶ沢病院の協
力のもと、平成24年度から実施しており、今年度で10年目になります。
　今年度は、４月に２・３年生を対象に生活習慣病健診（採血や骨密度検査、体組成検査など）を
実施し、この結果を受けて、２年生を対象に11月から３回に分けて生活習慣病予防健康教育を行
いました。

▶食生活を振り返る
　１回目の11月９日には、保健師から生活習慣病を予防する
ために心がけたい健康づくりのポイントについて説明があり、
その中で生徒が自身の生活習慣を振り返り、『これならできそ
う！』と思うことを考えてもらいました。
　「何気なく食べている菓子パンやお菓子、カップラーメン、
ジュースに含まれる砂糖やカロリーの多さにびっくりしたので、
今後は控えたい」、「野菜から食べ始めるようにしたい」など、
食生活を改善したいと感じた生徒が多くいました。

▶食の大切さを学ぶ
　11月30日、12月１日には、実際に調理することを通して食
の大切さを再認識することを目標に、２年生対象でクラスごと
に栄養教室を行いました。
　生徒は町食生活改善推進員の方々から指導を受け、協力し合
い楽しく調理していました。また、調理実習で作ったみそ汁の
塩分濃度測定やベジチェック（野菜の推定摂取状況が数字でわ
かる機械）も実施しました。
　調理実習で食べた雑穀米を家庭でも食べている生徒は２、３
人程度で少なく、味付けに関しては全体的に薄いと感じた生徒
が多かったようです。

▶短命県返上のために今できること
　12月10日には、弘前大学医学研究科特任教授である中路重
之氏より「短命県青森の現状と健康知識」と題して、健康教育
の総まとめをしていただきました。
　青森県が短命県なのは、皆さんのお父さん・お母さん世代
（40歳代・50歳代）の死亡が多いからですよ！と聞いて、びっ
くりしていた生徒も多かったようです。その背景にあるのが生
活習慣であり、皆さんが学んだことを家に帰ってお話しするこ
とが健康づくりの第一歩だと説明していました。

　健康教育で学んだことを自分の生活に取り入れ、『これならできそう！』を継続することで、健
康的な生活習慣を身につけ、元気に成長することを願っています。子どもの健康は親の健康に…そ
して家族全員の健康に…やがて、町全体が健康に…そんなつながりが親子プロジェクトの目標です。

生活習慣を振り返りました

栄養教室のようす

健康の大切さを学びました
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◆令和３年度中学生生活習慣病健診の結果（鰺ヶ沢中２・３年生103名が受診）
・�今年度の受診者のうち、「A�異常なし」と判定された生徒は、わずか４人（3.9％）しかいませ
んでした。
・「Ｄ�要医療」（病院受診が必要な生徒）判定は６人（5.8％）で、昨年度より半分に減りました。
・「Ｂ・Ｃ�要指導」判定は、93人（90.3％）と多く、検査項目の中で生活習慣病と関係性が深い
　「糖代謝」「血圧」「脂質異常」の要指導判定者が多い結果でした。

・�「糖代謝」は血糖、HbA1c、尿糖の数値により判定しており、血糖は100㎎／㎗以上、HbA1cは
5.6％以上、尿糖は±以上で有所見者になります。44.7％の生徒が有所見者でした。
・�「血圧」は収縮期血圧が120ｍｍＨｇ以上、拡張期血圧が70ｍｍＨｇ以上で有所見者になります。30.1％
の生徒が有所見者で、有所見者の割合が昨年度より3.1％増えました。
・�「脂質異常」は総コレステロール、中性脂肪、ＬＤＬコレステロールの数値により判定しており、
総コレステロールが190㎎／㎗以上、中性脂肪が150㎎／㎗以上、ＬＤＬコレステロールが110㎎
／㎗で有所見者になります。有所見者は27.2％でした。

　食習慣を始めとする生活習慣は、大人になってからでは変えることが
難しいため、より早い段階から変えていくことが大切です。この結果を
きっかけに、家族で健康について話し合い、何か一つでも生活習慣を変
えることにつながれば幸いです。

●２月は、「全国生活習慣病予防月間」 健やか力向上推進キャラクター
「マモルさん」ファミリー

Ａ異常なし
7.2％（８人）

Ｂ要指導
33.3％（37人）

Ｃ要指導
48.6％（54人）

Ｄ要医療
10.8％（12人）

Ａ異常なし
3.9％（４人）

Ｂ要指導
20.4％
（21人）

Ｃ要指導
69.9％（72人）

Ｄ要医療
5.8％（６人）

【令和２年度総合判定：受診者111人】 【令和３年度総合判定：受診者103人】

＜青森県内で治療中の方＞
◇糖尿病治療中
　男性全国４位、女性全国３位
◇高血圧治療中
　男性全国２位、女性全国３位
（ピカイチデータ～数字で読む青森2019より）
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有所見者 異常なし
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中学生の生活習慣病健診結果と
一致するところがありますね

【２・３年生　異常なしと有所見者の割合】

➡
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短命の町返上！めざせ、元気で笑顔の町



　『あじがさわ元気健康ポイントラリー』の今年度の応募締切は、
１月31日（月）です。
　素敵な景品が当たるチャンスです！まだ応募していない方は、締
切日までに下記窓口へお願いします。

【２月の乳幼児健診日程】※受付時間をご確認のうえ、ご来場ください。
健　診 健診日［受付時間］ 場　所 対　　　象 持　ち　物

１歳６か月児
　健　診　

２月17日（木）
［12：45～13：00］

中央公民館
２階和室

令和２年６月・７月・８月生まれ
母子健康手帳
バスタオル
送付される問診票ほか

乳 児 健 診 ２月24日（木）
［13：00～13：20］

3か月児：令和３年10月生まれ
6か月児：令和３年 8月生まれ
10か月児：令和３年 4月生まれ

母子健康手帳
バスタオル

五所川原保健所　
　こころの健康相談
２月10日（木）13：00～14：00
電話　0173⊖34⊖2108（要予約）

もうすぐ締切です！

申・問ほけん福祉課　健康推進班（○内144・145・146・147）

インフルエンザ予防のおやくそく

お口をカバー、手を洗いグマ
　インフルエンザの流行にそなえて、一人ひとりができること。外出した後は、こまめに、ていねいに手
を洗いましょう。せき、くしゃみなどの症状がある時は、きちんとマスクを。まわりの人にうつさないよ
う、せきエチケットも忘れずに。
　みんなで守りたい、インフルエンザ対策のお約束です。

～ 集団接種により山村開発センターは使用できません ～
　町では、２月５日（土）から４月９日（土）≪予定≫の期間、新型コロナウイルスワクチン（追加接種）

の集団接種を山村開発センターで実施します。

　集団接種に伴い、山村開発センターを臨時的な医療機関として取り扱う

ため、集団接種の実施期間中は、一般のご使用ができなくなります。

　町民の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いし

ます。

問ほけん福祉課　健康推進班（○内144・145・146・147）または中央公民館（☎72－2859）

西 北 五 税 務 関 係 団 体 協 議 会 

この社会あなたの税がいきている 

申告所得税及び復興特別所得税の申告・納付の期限は３月15日（火）、個人

事業者の消費税及び地方消費税の確定申告の申告・納付の期限は３月31日

（木）です！        事務局（五所川原商工会議所内） 0173-35-2121（寺山） 

 西北五税務関係団体協議会は、税知識の正しい理解と普及、納税道義の

高揚を目的として、下記の団体で構成されています。 

・五所川原商工会議所     ・五所川原税務署管内       ・五彰会 

・西･つがる商工会連絡協議会   青色申告会連合会        ・北五小売酒販組合 

・北五地域商工会ブロック会  ・公益社団法人五所川原法人会  ・鯵ヶ沢小売酒販組合 

・東北税理士会五所川原支部  ・五所川原間税会         ・五所川原税務署管内 

                                  農業青色申告会連合会 

 

 

 
 

「広報あじがさわ」に
広告を掲載しませんか？ 

★規格・掲載料一例（町内）★ 
１号：タテ 45㎜×ヨコ  85 ㎜  5,090円 
２号：タテ 45㎜×ヨコ 180 ㎜ 10,190円 

※詳細は下記までご相談ください。 
 問総務課　総務班（　327・328）

～ 有 料 広 告 募 集 中 ～

○内
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　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さん
が健康で元気に過ごすために必要な情報を
提供し、ドクターからのアドバイスを紹介
するコーナーです。
（広報あじがさわでは不定期に掲載しています）

　新年あけましておめでとうございます。健やかな
１年でありますようお祈り申し上げます。
　国内で新型コロナウイルス感染が確認されてから、
間もなく２年になろうとしています。青森県でもク
ラスターをはじめ、何度かの流行を経験致しました。
特に第５波といわれた感染拡大は記憶に新しいとこ
ろです。
　８月20日頃、全国で１日２万５千人超の新規発
症をピークに減少に転じました。しかし、その減少
の仕方があまりに急激すぎて、皆が首を傾げている
状況です。
　ワクチンの効果という説明のほかに、仮説の一つ
として遺伝子領域でデルタ株に感染力がなくなる現
象が起きている可能性、デルタ株があまりにも多く
の変異を重ねるうちに遺伝子情報が壊れるなど自滅
した可能性などがいわれていますが、いまだ検証さ
れたものではなく推測の域を出ません。厚生労働省
も、ゲノム分析では今のところ大きな変化はなく、
弱毒化しているという変異があるわけではないとし
ています。
　海外では感染が拡大している国もあり、国内でも
第６波の可能性がいわれるなか、私たちはどう対応
したら良いのでしょうか。

　いま注射薬や内服薬が話題に出てくるようになり
ましたが、これらは感染後に使用するものです。と
すれば感染前にできること、ワクチンについてはど
うでしょう。時間の経過に伴い中和抗体の減少が指
摘され、３回目のワクチン追加接種が注目されてい
ます。
　米国などで16歳以上の１万人超を対象に実施し
た臨床試験で、ファイザー製コロナワクチンを２回
接種済みの人を対象に、２回目からの間隔は約11
か月（中央値）で、１、２回目と同じ量を追加接種
したところ、接種して約２か月半（中央値）の間に
発症した人は、追加接種群が５例、プラセボ群（偽
薬群）が109例で予防効果を示す有効率は95.6％と
なりました。有害事象は報告されている安全性デー
タと同様の内容であったとの事です。
　国では３回目の追加接種を２回目の接種から８か
月を目途に施行する方針です。今後、オミクロン株
の感染を含めどんどん出てくるであろう情報を確認
していただき、追加接種を検討しておくのはとても
大切な事だと思います。
　マスクを外して生活できる、気軽に出かけられる、
人と会える、これまでの日常を１日でも早く取り戻
すために皆で頑張りましょう。

　

《今月のドクター》
佐　藤　　　充 先生
佐藤内科小児科医院　院長

健 康健 康

万歩計

★窒息・誤嚥 （ごえん） 事故に注意★
　２月といえば、節分ですね。節分といえば、豆ま
きが思い浮かびますが、豆には注意が必要です！
　小さいお子さんは、まだ奥歯が生えそろわないの
で、かみ砕く力が弱いのです。そのため、５歳以下
のお子さんには豆やナッツ類を食べさせないでくだ
さい。咽頭や気管に詰まると窒息しやすく、大変危
険です。小さく砕いた場合でも、気管に入り込んで
しまうと肺炎や気管支炎になるリスクがあります。
　節分の豆まきは個包装されたものを使用するなど
工夫して行い、お子さんが拾っ
て口に入れないように、後片付
けを徹底しましょう。
（消費者庁　NewsReleaseより）

問ほけん福祉課 子ども家庭班 母子支援センター（○内156・157）  メールアドレス：boshi-center@town.ajigasawa.lg.jp

　ストレスや疲労、不安な気持ち、たまってはいま
せんか？育児は思うようにはいかないものですが、
ストレスをたくさん抱えたまま育児をしていると、
ささいなことがきっかけで、虐待が始まってしまう
ことがあります。
　虐待は、お子さんの心身の成長や人格形成に重大
な悪影響を与えます。また、「しつけ」のつもりが
虐待になっていることもあります。叩いたり、怒
鳴ったりしなくてもしつけはできます。
　ストレスをためないためには「休息をとる」こと
が重要です。ママやパパが十分に休息をとるにはど
うしたらよいのか、家族で話し合ったり助け合った
りすることができたら良いですね。

≪出産や育児に悩んだときはぜひご連絡ください≫
児童相談所相談専用ダイヤル［☎0120︲189︲783］
通話無料・24時間365日対応しています。

笑 顔 にな あ れ💛
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申・問政策推進課 政策調整班（○内336）

令和４年度　鰺ヶ沢町公募制補助金

まちづくり応援補助金の
応募受付が始まります

『まちを元気に！』そんな取組（事業）を応援します！
元気で活発な地域づくり団体に対して、町が交付している補助金です。

〝まちを元気にする活動〟を考えている皆さん、チャンスです！
興味のある団体は下記要項をご覧のうえお申込みください。

≪ 募 集 要 項 ≫
１．対象事業　　令和４年度内に実施を予定する事業が、下記に該当すると認められる事業であること
　　　　　　　　▼『公益性』（※その事業が個人だけでなく広く社会一般のためになること）
　　　　　　　　▼『発展性』（※その事業が継続すること、または発展させる考えがあること）

２．対象分野　　例）�産業振興、教育振興、文化伝承、スポーツ振興、健康増進、福祉対策、観光振興、イン
バウンド対策、移住定住促進対策、環境問題対策など、鰺ヶ沢町を元気に、そして住み
良い町にするための事業を募集します

３．対象団体　　鰺ヶ沢町に拠点を置き、町内で活動する団体
　　　　　　　（※法人格の有無は問いませんが、複数名で活動している団体であること）

４．補助金額　　活動内容で適当と認められた経費の10／10以内で、上限額は30万円

５．事業期間　　交付決定通知後（６月頃）から翌年２月末まで（※実績報告等は年度内中の提出及び事務処理）

６．審査方法　　�①事業内容が「有益か」と　②収支予算が「適正か」を、町民等で構成する町補助金審
査委員会で聞き取り審査をして決める

７．募集期間　　令和４年２月１日（火）～15日（火）［期限厳守］

８．申請方法　　応募書類〈公募制補助金事業計画書〉を政策推進課へ提出〈持参または郵送〉
　　　　　�　　　（※様式は役場２階政策推進課窓口、もしくは町HPから取得可能）

９．今後のスケジュール案
　�①応募内容をまとめ、審査員のヒアリング実施　➡　②ヒアリング内容を精査し、内示額を通知　➡　③内
示金額で各団体が交付申請書を町に提出　➡　④町からの交付決定通知で事業開始　➡　⑤翌年2月末まで
に事業を完了し、実績報告を町に提出　➡　⑥書類が適正と認められたら入金手続きへ

※次ページにも大切なことが書かれています！
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★補助金応募時の注意点とポイント！　～ 必ずご確認ください ～
▼�基本的には、同一団体による同一事業は〝通算３ヶ年〟までとします。これは、新たに応募
する団体を広く受け入れるため、またその事業の３年間の実績から独立的継続性を推進する
ためです。

　�なお、４ヶ年目以降の応募も受付しますが、継続して実施していくべき事業と認められない
場合は不採択になりますので、ご理解のうえご応募ください。

▼�応募をする際、なぜその事業が必要なのか ⇒ 事業実施でどうなると思うかといった、達成すべき目的が明確で
あることが大きなポイントとなります。

　�また、備品購入で応募される団体については、備品購入後も３年以上は事業継続する長期的なビジョンがあるこ
とが前提で、継続性が明確でない場合は対象外となります。応募の際、そうした考えが詳しく書かれているとわ
かりやすいです。

▼�補助金ですので、応募の際は見積書の添付や詳細な経費内訳は必須です。また、審査で認められた経費以外に補
助金を使用することはできません。

▼�審査員のヒアリングにおいて、弁当代や茶菓子代などの食糧費･イベント開催に伴う傷害保険経費などの一部が
補助対象外になった実例があります。応募の際、そうした経費は内容精査の上、一部を自主（自己負担）経費に
計上することもご検討ください。（※全てが対象外という訳ではありません）

▼�昨今の社会情勢から、町を盛り上げるイベント等開催は必要と理解できますが、開催にあたっては新型コロナウ
イルス感染防止対策を十分行うことが条件となります。応募の際に防止対策計画を明記していただきます。

▼同事業継続で応募する団体は、ヒアリングの際に令和３年度事業の実績報告(概要)をしていただきます。

～ 令和３年度（2021年度）の各団体（一部）の活動を紹介します ～

　地域資源を活用した加工
品の試作や販売促進を行っ
たほか、地産地消・地域資
源のＰＲを行っています。
　令和３年度は、赤石川の
金の鮎を活用して写真の
「ちん！するアユ」をはじ
めとして、様々な加工品の
試作をしています。
　また、各地で物産販売会
を行うなど積極的な活動を
しています。

―西海自然塾―　自然に触れ合う体験活動 ―鰺花会―　地域と心を彩る町民応援花火

―赤石水産漁協女性部―　地域資源活用 ―なるさわキッズクラブ―　子どもたちを地域で育成

　将来の鳴沢地域を担う子
どもたちのつながりを築く
とともに、地域住民との連
携を図り、地域の歴史や文
化などを伝承しながら、地
域ぐるみで子どもたちの育
成に係る事業を行っていま
す。
　令和３年度は、せっけん
とバルーンアートを作る事
業を行ったほか、今後は親
子ヨガ教室を予定していま
す。

　小学生を中心にジャンル
を超え、様々な自然に触れ
合う体験活動を行っていま
す。
　子どもたちの主体的な行
動を重視し、受身の体験に
ならないように、子どもた
ちの中に何かが残ることを
期待して活動しています。
令和３年度は、大高山で自
然に触れて遊んだり、アユ
釣り体験、サケの解剖など
を行っています。

　鰺ヶ沢港の風物詩である
花火を、町の観光資源とし
て、また、西海岸唯一の花
火大会として定着させるた
めに実施しています。
　令和３年度は、新型コロ
ナウイルス感染症の影響で
地域全体に閉塞感などが現
れていたことから、花火を
通じて皆さんの元気を取り
戻すきっかけとしてサプラ
イズ花火を打ち上げました。
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■申告期間　　２月16日（水） ～ ３月15日（火）　（※土・日・祝日は除きます）
■受付時間　　８：30～16：00　（※12：00～13：00は休憩時間）
■申告会場　　役場１階　会議室（正面玄関を入って右へ）
※令和３年１月１日から12月31日までの収入や所得控除について申告してください。

問総合窓口課　課税班（○内186・187）

令和４年度町県民税・所得税(令和３年分)の申告相談が始まります！

密にならない申告にご協力ください
◆領収証等の必要書類は、あらかじめ整理・集計してください。　　　
◆内容についてこたえることができる方が申告してください。　　　　
◆医療費は明細書を作成してください（領収証は受け付けられません）。

◆申  告  が  必  要  な  方 （令和４年１月１日現在、鰺ヶ沢町に住所があり、次に該当する方）

　①営業等、農業、不動産、譲渡、一時、配当などの収入があった方
　②給与所得者で、会社で年末調整していない方や、２か所以上の会社から給与を受けた方
　③給与または公的年金等の収入があった方で、ほかにも収入があった方
　④�給与または公的年金等の収入があった方で、源泉徴収票に記載されていない生命保険料・社会保険料・扶養、

または医療費や寄付金・雑損・障害者・寡婦・ひとり親などの控除を受けようとする方
　⑤令和３年中に会社を退職した方
　⑥遺族年金・障害年金受給者でその他の収入がない方
　⑦前年中に収入がなくても、次のどれかにあてはまる方
　　ア．誰の扶養も受けていない方　　イ．国民健康保険に加入している方
　　ウ．税の証明書が必要な方　　　　エ．町外に住所がある親族に扶養されている方
　　オ．生活保護受給者の方　　　　　カ．障害福祉サービスを利用する方や、児童扶養手当を受給する方
　※�上記ア～カにあてはまる方は、町で配布する「令和４年度町民税・県民税申告書」裏面右下欄に記入のうえ、
町役場総合窓口課まで提出または郵送（感染症予防のためなるべく郵送）で申告してください。

◆申  告  が  不  要  な  方
　①税務署に所得税の確定申告をした（する）方
　②給与収入のみの方で、勤務先から町に給与支払報告書（年末調整済）が提出されている方
　③公的年金等の収入のみの方で、年金支払者から町に公的年金支払報告書が提出されている方

◆申告に必要な書類等 （※窓口提出及び郵送でも下記書類の添付が必要です。）

　①マイナンバーカード（※作成されていない方は通知カードと身元確認書類が必要です。）
　②給与所得者及び年金所得者は、源泉徴収票
　③農業・漁業・営業の方は、所得金額の計算に必要な帳簿書類、領収書等（収入と支出がわかるもの）
　④生命保険や地震保険に加入している方は、控除証明書　
　⑤国民健康保険等に加入している方は、領収書
　⑥国民年金に加入している方は、控除証明書または領収書
　⑦�医療費控除を受ける方は、医療費控除の明細書（家族等の医療費を集計したもの）又は保険者の医療費通知

書。セルフメディケーション税制の控除を受ける方は、セルフメディケーション税制の明細書と健(検)診の領
収書又は結果通知表等。【添付必須】

　　※各明細書は国税庁、又は町のHPでダウンロード可能。また、町役場総合窓口課でも配布しています。
　⑧障害者控除の適用を受ける方は、障害者手帳または療育手帳等　
　⑨その他必要と思われる関係書類
　※領収書の金額集計は申告者本人において事前に集計してください。
　※令和３年度税制改正により今年から印鑑は不要となりました。

消費税申告は税務署へ 消費税申告が必要な方は、直接、五所川原税務署へ申告・相談をお願いします。
� 問五所川原税務署［☎0173-34-3136］
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鰺ヶ沢町農業委員を募集しています
　町では、令和４年５月12日で任期満了を迎える町の農業委員を募集しています。
　農業に精通した方なら自薦・他薦によりどなたでも応募できますので、奮ってご応募ください。
　詳しくは、今月配布した農業委員募集のチラシをご覧ください。

対 象 者
農業に関する識見を有し、農業委員会の所掌に属する事項に関して職務を適切に行うことができ
る方

募 集 人 数 14人

応 募 方 法
【推薦・応募の方法】※詳細は配布したチラシをご覧ください
推薦届・応募届（町役場総務課に備え付け又は町のホームページからダウンロードできます）に
必要事項を記入し、持参又は郵送によりお申込みください

募 集 期 間
令和４年１月21日（金）～令和４年２月21日（月）（必着）
（中間と最終の応募状況を町のホームページ上で公表します）
※受付は、土・日・祝日を除きますのでご注意ください

選 考 方 法 応募された方の中から町の選考委員会で14人が選出され、議会の同意を得て委員となります

農業委員の
主 な 役 割

（１）農地の権利移動等に係る申請地の現地確認
（２）農地の権利移動等の申請の審査・許可決定等のための会議への出席
（３）遊休農地の発生防止・解消、担い手への農地の利用集積、新規就農支援の活動等
（４）農地中間管理機構との連携活動
（５）その他農業委員会が必要とする活動等

任 期 令和４年５月13日～令和７年５月12日　３年間

報 酬 月額　１５，５００円

� 申・問総務課　総務班（○内311）

農地利用最適化推進委員を募集しています
　鰺ヶ沢町農業委員会では、令和４年５月12日で任期満了を迎える農地利用最適化推進委員を募集しています。
　自薦・他薦によりどなたでも候補者に応募できますので、奮ってご応募ください。
　詳しくは、今月配付した農地利用最適化推進委員募集のチラシをご覧ください。

対 象 者
農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を有し、担当地域において農地等の利用の最適化の推
進活動を適切に行うことができる方

募 集 人 数 11人（赤石地域３人、中村地域３人、鳴沢・鰺舞地域５人）

応 募 方 法
規定の「応募届」又は「推薦届」に記入のうえ、農業委員会事務局に提出してください
※届出書は農業委員会事務局に設置及び町ホームページからダウンロードできます

募 集 期 間
令和４年１月21日（金）～令和４年２月21日（月）（必着）
※受付は、土・日・祝日を除きますのでご注意ください

活 動 内 容

担当地域において、農業委員と連携し次のような活動に従事していただきます
（１）農地の権利移動等に係る申請地の現地確認
（２）遊休農地の発生防止、解消に向けた農地パトロール
（３）農業者の意向確認などの調査員活動
（４）農地中間管理機構と連携した農地の出し手、受け手の掘り起こし活動
（５）その他農業委員会が必要とする活動等

任 期 令和４年５月（中旬予定）～令和７年５月12日　３年間

報 酬 月額　１４，０００円

� 申・問農業委員会事務局（○内235・236）
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★今月のおすすめ本★
≪一般書≫「夏の騎士」　
　著：百田尚樹／出版社：新潮社
　小学６年生の夏。ぼくと健太、陽介は、
勉強も運動もできない落ちこぼれ。だが
『アーサー王の物語』に感動したぼくの
発案で、三人で「騎士団」を結成。クラ
スメイトにからかわれながらも、憧れの
美少女、有村由布子をレディとして忠誠を誓う。彼女
を守るため、隣町で起きた女子小学生殺害事件の犯人
探しを始めたが――。
　あの頃のみずみずしい思いが蘇る、ひと夏の冒険を
描いた最高の少年小説。

≪児童書≫「クイズとことん都道府県　①自然と歴史編」
　作：由井薗健／出版社：理論社
　クイズを通して47都道府県の様々な
姿を知ることができるシリーズ。自然と
歴史編では、日本の地形や地域の特色、
日本各地で起こった歴史を知ることがで
きます。遊びながら楽しんで学校の授業
の予習ができる本です。

　おすすめ本は、日本海拠点館図書コーナーで貸出を
していますので、ぜひご利用ください。
　この他の新刊図書の紹介は、町HPに掲載しています。
　新刊図書は好評につき、貸出中の場合があります。
１人２冊までの貸出制限にご理解とご協力をお願いし
ます。〈予約可〉
◇開館時間　９：00～18：00　　
◇休 館 日　月、火曜日
� （図書コーナーのみ第４木曜日もお休みです。）
◇返却場所　日本海拠点館・中央公民館・舞戸公民館
� 問日本海拠点館　図書コーナー［☎72－5555］

鰺ヶ沢スイミングクラブ〈幼児・学童
コース〉体験入学会を実施します！　
◆期間：３月２日（水）～３月19日（土）
　　　　※スイミングクラブの日程に基づきます。
◆場所：鰺ヶ沢町室内温水プール

幼児コース 学童コース

対　象

５歳児
H29.4.2
～

H30.4.1

６歳児
H28.4.2
～

H29.4.1

小学生
（新年度）１～６年生

曜　日

木・土曜日のうち、
＊�週１回コース（４
回）
＊�１回毎コース（何
回でもOK）

水～土曜日のうち、
＊�週１回コース（月
４回）
＊�１回毎コース（何
回でもOK）

時　間

木曜日
15：30～16：30
土曜日
15：00～16：00

水～金曜日
16：30～17：30
土曜日
16：00～17：00

受講料 １回1,000円（週１コース1,000円×４回）

※�期間中、随時受付しています（受講予定日の１週間
前まで）。申込用紙に記入のうえ、プール窓口でお
申し込みください（電話予約可）。詳しくは下記ま
でお問合せください。
� 申・問室内温水プール［☎72－5700］

青森県交通災害共済に加入しませんか？
　交通事故によるケガを対象とした交通災害共済（１日
１円保険、会費年間350円）への加入申し込みについて、
２月１日から受付が始まります。共済期間は令和４年４
月１日から令和５年３月31日までです。
　地域の協力員の方が、各家庭を訪問します。また、役
場総合窓口課では、随時受付しておりますのでご家族そ
ろってご加入ください。
　なお、見舞金は事故のあった日から１年以内であれば、
請求できますので、役場総合窓口課までご相談ください。

� 問総合窓口課　生活衛生班（○内161・164）

　厚生労働大臣から委嘱を受けた相談員が、戦傷病者
や戦没者遺族の福祉の増進を図るため、援護の相談に
応じ、必要な指導、助言を行います。お気軽にご相談
ください。
　相談員の連絡先については下記までお問合せくださ
い。
◆戦傷病者相談員

・氏名　成
なり

田
た

　政
まこと

さん（つがる市在住）
・任期　令和３年10月１日から令和５年９月30日まで
◆戦没者遺族相談員

・氏名　七
しちのへ

戸　年
としいち

一さん（深浦町在住）
・任期　令和３年10月１日から令和５年９月30日まで
� 問総合窓口課　戸籍年金班（○内161・165）

戦傷病者相談員・戦没者遺族相談員
にご相談ください　　　　　　　　

バスに乗車中
急ブレーキで

転倒した

バイクで走行中
誤って電柱に
ぶつかった

自転車で走行中
転んでけがを

負った
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赤十字を支えるあなたの“ちから”
～会員加入･活動資金にご協力をお願いします～

　これまでの皆さまからのあたたかいお気持ちに感謝
申しあげます。
　現在、日本赤十字社では、災害や感染症で失われる
いのちを守り、その苦痛を限りなく軽減するための活
動のほか、平時からの地域や教育現場における防災・
減災の知識・技術の普及強化、行政などと連携した地
域での講習普及など、地域のレジリエンス（回復力）
の強化に取り組んでいます。
　こうした活動はすべて、地域の皆さまからの会費と
寄付金によって支えられています。
　日本赤十字社青森県支部では、赤十字活動のことを、
もっと多くの県民の皆さまに知っていただくよう努力
し、心から賛同を得られることを願っています。
　今年も「赤十字会員(社員)増強・活動資金増収運
動」が始まります。皆さまからのあたたかいご支援を
心よりお待ちしています。
問日本赤十字社　青森県支部　総務課　会員係
  ［☎017－722－2011］
　同支部　鰺ヶ沢町分区事務局（町ほけん福祉課内）（○内116）

人権擁護委員を紹介します
　法務大臣から委嘱を受けた人権擁護委員は、地域の皆さんから人権相談を受け、問題解決のお手伝いや法務局職
員と協力した人権侵害（いじめ、差別、暴行、虐待など）被害者の救済、また、人権に対する意識を高め、理解を
深めてもらうための啓発活動を行っています。
　このたび人権擁護委員が再任されましたのでお知らせします。
◆再任：今　郁子さん（保木原）　◆任期：令和４年１月１日から３年間
� 問ほけん福祉課　福祉班（○内116）

～家畜（鶏含む）飼養者の皆さまへ～
令和４年定期報告の時期になりました
　家畜伝染病予防法により、家畜（鶏を含む）飼養者
は、毎年定期報告することが義務付けられています。
次の飼養者は忘れずに報告するようお願いします。
◆報告対象
　◇�鶏（青森シャモロック、比内地鶏、烏骨鶏、軍鶏、
チャボ、声良鶏、金八など含む）、あひる、うず
ら、きじ、ほろほろ鳥、七面鳥、だちょう　

　◇�鳥類以外（牛、馬、豚、山羊、めん羊、いのしし、
鹿）

◆報告内容：令和４年２月１日時点の頭羽数
◆報告様式：�「定期報告書」様式（※町役場農林水産

課窓口で配布しています。）　　　
※様式はつがる家畜保健衛生所ＨＰにも掲載しています。
　https://www.pref.aomori. lg.jp/soshiki/
kenmin/tsu-kaho/tsu-kaho_HP.html
◆提出方法：町農林水産課まで郵送または持参
◆報告期日：２月25日（金）まで
　　  問西北地域県民局　地域農林水産部
  つがる家畜保健衛生所
  ［☎0173－42－2276］

あじバス「市街地巡回線」～役場庁舎前にバス停を新設します～
　２月１日、町役場庁舎の正面玄関横にバス停「鰺ヶ沢町役場」（市街地巡回線のみ）を新設します。「鰺ヶ沢町役
場」の通過時刻は「鳴戸団地公園前」と同じです。
　なお、市街地巡回線の時刻表は、町役場・町観光案内所（鰺ケ沢駅内）などで配布しています。
◆ご利用の際の注意点
　他のバス停と同様、バス停に人がいない場合は停車せずに通過しますので、通過時刻が
近づいたらバス停のそばでお待ちください。
◆市街地巡回線の主な経由地
　鰺ケ沢駅＝小夜＝海の駅わんど＝鰺ケ沢駅＝鰺ヶ沢病院＝みどり団地＝鰺ヶ沢町役場＝鰺ケ沢駅
� 問政策推進課　政策調整班（○内335）
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　閉園を控えた今年は、恒例の年中行事もすべてが最後の行事となります。どの行事も、子ども達の頑張りに
よって、それぞれが最後にふさわしい思い出に残るものとなりました。

【鰺ヶ沢こども園だより】 Vol.11　　～最後の運動会・お遊戯会～

晴天に恵まれた運動会でかわいく踊る１、２歳児

後期高齢者医療被保険の皆さまへ

「浦島太郎」を熱演した４、５歳児

１．「高額介護合算療養費の支給申請のお知らせ」を送付します
　被保険者で、医療費と介護サービス費の自己負担額の１年分（令和２年８月１日～令和３年７月31日）の合算
額が限度額を超えた場合、超えた額が支給されます（支給額500円以下の場合は対象外）。世帯内に被保険者が複
数いる場合は、世帯で合算して支給額を計算します。
　支給要件に該当すると思われる世帯には、２月下旬に「支給申請のお知らせ」を送付します。お知らせが届いた
方は下記へ申請手続きをしてください。
２．「お薬代負担軽減のご案内」を送付します
　ジェネリック医薬品に切り替えることによりお薬代が一定以上安くなると見込まれる被保険者の
皆さまへ、「お薬代負担軽減のご案内」を２月末に送付し、どのくらい安くなるかお知らせします。
　ジェネリック医薬品への切り替えを希望する方は、かかりつけの医師や薬剤師にご相談ください（医師の判断で
ジェネリック医薬品への切り替えができない場合があります）。
３．「医療費通知書」を送付します
　被保険者の皆さまに医療費に対する認識と理解を深めていただくことを目的に、年１回、１年分の医療費を記載
した「医療費通知書」を送付しています。
　対象となる期間は令和３年１月受診分から12月受診分ですが、受診した医療機関からの診療情報は、審査支払
機関にて審査終了後に青森県後期高齢者医療広域連合へ情報提供されることから「医療費通知書」がお手元に届く
のは２月末頃になります。
　なお、「医療費通知書」は確定申告の際の医療費控除にも使用できますが、確定申告の開始時期までにお届けで
きないため、お急ぎの方は医療費控除の明細書（家族等集計したもの）でご対応ください。
� 問ほけん福祉課　国民健康保険班（○内135）

【運動会】
　10月10日、かけっこに遊戯と、持てる力のすべ
てを出し切った子ども達。その弾ける笑顔や悔し涙
に、見守る保護者も笑顔で大きな拍手を送っていま
した。

【お遊戯会】
　12月18日、この日のために練習を重ねてきた子ど
も達は、その成果を存分に発揮し、やり遂げたという
充実感に溢れていました。歌も遊戯も元気いっぱいに
披露する姿に、会場は感動の涙と拍手に包まれました。
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「
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立
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大
地
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の
よ
う
な
大
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模
な
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生
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た
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、
町
内
全
域
で
交
通
網
の
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断
、

同
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な
火
災
な
ど
が
発
生
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町
・

消
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ど
に
よ
る
救
助
・
援
助
と
い
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「
公
助
」
が
追
い
付
か
な
い
状
態
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
自
ら
の
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は
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で
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る

と
い
う
「
自
助
」
は
も
ち
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ん
で
す
が
、
自

分
達
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
自
分
達
で
守
る

と
い
う
「
共
助
」、
つ
ま
り
町
内
会
を
中
心

と
し
た
地
域
の
防
災
活
動
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
こ
で
町
で
は
、
町
内
会
単
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基
本
と
し
た
「
自
主
防
災
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織
」
の
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上
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を
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願
い
し
て
い
ま
す
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目
標
は
、
全
て

の
町
内
会
に
組
織
さ
れ
、
防
災
活
動
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　

立
ち
上
げ
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
10
月

か
ら
12
月
ま
で
の
間
、
各
地
区
を
回
り
、
地

域
防
災
座
談
会
を
開
催
し
、
ご
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
再
度
詳
し
い
内
容
な
ど

を
お
知
り
に
な
り
た
い
場
合
は
、
„
防
災
出

前
講
座
＂
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
総
務

課
防
災
班
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

防災
自主防災組織を
立ち上げよう！

※町では「防災出前講座」を実施していま
す。町内会で自主防災組織を立ち上げてみ
ませんか。講座の申込・お問合せは下記ま
でご連絡ください。

問総務課　防災班（○内317・318）
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す
。
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活
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ま
た
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防
災
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地
域
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で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
町
で
は
日
頃

か
ら
実
施
し
て
い
る
町
内
会
の
活
動
も
「
自

主
防
災
組
織
」
活
動
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま

す
。
よ
っ
て
、
自
主
防
災
組
織
の
組
織
構
成

は
、
既
存
の
町
内
会
の
組
織
構
成
や
会
長
、

班
、
組
な
ど
と
す
り
合
わ
せ
て
作
成
す
る
こ

と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
「
規
約
」
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

総
会
で
の
議
決
、
ま
た
は
役
員
会
で
議
決
し

総
会
で
報
告
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内

会
の
事
情
に
応
じ
た
対
応
で
構
い
ま
せ
ん
。

●
最
低
限
お
願
い
し
た
い
活
動

　

自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
に
あ
た
っ
て
、

最
低
限
次
の
４
点
に
つ
い
て
体
制
の
整
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
情
報
の
伝
達
方
法

※�
「
防
災
行
政
無
線
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、

一
軒
一
軒
す
み
ず
み
ま
で
行
き
届
か
せ
る

の
は
難
し
い
た
め

②
安
否
の
確
認
方
法

③
被
害
状
況
の
確
認
方
法

④
避
難
方
法
の
確
立

※�

特
に
要
配
慮
者
（
一
人
で
避
難
が
困
難
な

方
）

【
ポ
イ
ン
ト
】

　

①
～
③
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
町

内
会
の
班
・
組
の
仕
組
み
を
活
用
す
れ
ば
可

能
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
日
頃
か
ら

災
害
時
や
緊
急
時
を
意
識
し
た
「
練
習
」
や

「
訓
練
」
が
必
要
で
す
。

　

④
に
つ
い
て
も
日
頃
か
ら
町
が
避
難
指
示

で
示
す
避
難
所
ま
で
「
誰
と
避
難
」（
家
族
、

隣
近
所
な
ど
）、「
何
で
避
難
」（
車
で
、
歩

い
て
な
ど
※
道
路
や
天
候
の
事
情
で
判
断
）

す
る
の
か
、
町
内
会
、
班
や
組
で
「
町
内
に

住
む
方
の
事
情
も
含
め
」
話
し
合
い
、「
避

難
訓
練
」
を
通
じ
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

●
プ
ラ
ス
の
活
動
に
つ
い
て

　

考
え
ら
れ
る
プ
ラ
ス
の
活
動
に
つ
い
て
は

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
炊
き
出
し
訓
練
、
備
蓄
品
の
試
食
会

・
防
災
知
識
の
研
修

・
家
具
固
定
の
講
習
会

・�

防
災
活
動
を
既
存
の
行
事
に
組
み
合
わ
せ

て
み
る
な
ど

●
令
和
３
年
12
月
末
現
在
の
組
織
率

　

現
在
、
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
た
と

ご
報
告
を
い
た
だ
い
て
い
る
町
内
会
は
、
70

町
内
会
中
15
町
内
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
組

織
の
結
成
に
向
け
て
、
町
内
会
の
役
員
会
な

ど
で
ご
検
討
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地域防災座談会の様子

自主防災組織立ち上げまでの
大まかな流れ

１．確　　認 町内会で「共助」の必
要性を確認

２．立ち上げ 「規約」「活動計画」
を整備

３．報　　告 町への報告

４．活　　動
活動をスタート
※�あくまで無理のな
い範囲で
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不動産取得税軽減制度のご案内

　不動産取得税とは、家屋を新築・増改
築したときや、土地・家屋を売買・贈
与・交換などで取得したときに一度だけ
課税される県の税金です。
　住宅用の土地を取得した日から３年以
内に、その土地の上に、床面積が50㎡以
上240㎡以下の住宅（「特例適用住宅」と
いう）が新築された場合には、土地の取
得に係る不動産取得税が軽減されます。
この軽減制度を受けるためには申告が必
要です。
　また、この他にも不動産取得税の軽減
制度がありますので、詳しくは下記まで
お問合せいただくか、県ＨＰをご覧くだ
さい。
（https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/
soumu/zeimu/004_01fudousanindex_00.
html）
� 問西北地域県民局県税部 課税課
� ［☎0173－34－2111］

労働委員会委員による労働相談会

　個々の労働者と事業主との間に生じた
労働問題（解雇・賃金引下げ・長時間労
働・パワハラなど）について、青森県労
働委員会委員が相談に応じます。費用は
無料、秘密は厳守します。
◆対象者：県内の労働者・事業主
◆対応者：青森県労働委員会委員
◆開催場所及び日時
　青森県労働委員会（東奥日報新町ビル４階）
　２月１日（火）13：30～15：30
　２月20日（日）10：30～12：30
※随時受付していますが予約優先です。
※�新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、マスク着用、検温の実施などの対
応をお願いします。
　詳しくは下記までお問合せください。
申・問青森県労働委員会事務局　
［☎017－734－9832／FAX017－734－8311］

生活に関するお悩みはこちらへ
あんしん相談窓口あじがさわ

　鯵ヶ沢町社会福祉協議会では、生活し
ていくうえで様々な課題を抱える住民の
方を支援するための相談を受付けていま
す。
　また、相談ツールのひとつとして、
メール相談・LINE相談も行っています。
ひとりで悩まず、お気軽に下記までご相
談ください。
　費用は無料。秘密厳守。
◆メール相談用アドレス
　ajisya@r15.7-dj.com
◆LINE相談はこちらから
　アクセスしてください。
� 問鯵ヶ沢町社会福祉協議会
� ［☎82－1602］

女性のための女性司法書士による
無料法律相談会（電話）開催

　青森県司法書士会では、相続・成年後
見・借金問題・家族間の問題など法律に
関するお悩みを抱えた女性のために、女
性司法書士が無料で相談に応じます。秘
密厳守ですので、安心してご相談くださ
い。
◆日時：３月５日（土）10：00～16：00
◆相談専用電話番号：☎017－752－0440
◆相談員：女性司法書士
※�電話相談の際の通話料はご負担くださ
い。
※�相談は無料ですが具体的な手続きが必
要になる場合は、別途費用がかかりま
すので相談員にご確認ください。
　　　　　問青森県司法書士会
� ［☎017－776－8398］

鰺ヶ沢町地域職業相談室のご案内
　鰺ヶ沢町地域職業相談室は、ハロー
ワークと鰺ヶ沢町の共同運営施設です。
お仕事の内容や応募条件の確認、面接対
策や応募書類の書き方など、皆さまのお
仕事探しのお手伝いを行っています。
　また、全国のハローワークで受付した
求人票を見ることができ、季節求人も含
め随時更新されています。ぜひ、お気軽
にご利用ください。
◆利用日：�月～金曜日（土日祝・年末年

始除く）
◆時間：９：30～17：00
◆場所：鰺ヶ沢町中央公民館１階
� 問鰺ヶ沢町地域職業相談室
� ［☎72－3124］

「解決の糸口を見つけに行こう！」
相談会開催

　市町村と連携して生活再建相談事業を
行っている消費者信用生活協同組合によ
る無料相談会を開催します。専門スタッ
フや弁護士がお金や暮らしに関する悩み
などについて、丁寧に聞き取りし、一緒
に解決の糸口を見つけます。
◆日時：３月５日（土）10：00～16：00
◆場所：�弘前市民文化交流館
　　　　（ヒロロ３階多世代交流室）
◆対象の相談：�お金の問題（多重債務問

題など）、遺産相続、不
動産売買、税金等公共料
金の滞納、ＤＶ・離婚問
題、その他暮らしに関す
る悩み事

◆相談料：無料（要予約）
申・問消費者信用生活協同組合　弘前事務所
� ［☎0120－102－354］

小さな掛金・大きな補償　スポーツ安全保険に加入しませんか？
　スポーツ安全保険は、スポーツのほか文化、ボランティアなど幅広い分野の活動に適用されます。ご加入の場合は４名以上
の団体でお申込みください。詳細はＨＰをご覧ください。
◆対象となる事故：団体活動中の事故、往復中の事故（自動車事故による賠償責任保険は適用外）
◆補償内容：傷害保険（通院、入院、後遺障害、死亡）、賠償責任保険、突然死葬祭費用保険
◆受付期間：令和４年３月１日（火）～令和５年３月30日（木）　※令和４年度から原則ウェブでの加入になります。
◆保険期間：�令和４年４月１日午前０時から令和５年３月31日午後12時まで（令和４年４月１日以降に加入手続きをした場合

は、翌日の午前０時から令和５年３月31日午後12時まで）
◆掛　　金：�１人年額800円～11,000円（団体の活動内容・年齢などによって異なります）
スポーツ安全協会青森県支部ＨＰ　http://www.sportsanzen.org
� 申・問スポーツ安全協会青森県支部［☎017－718－1136］

相続登記及び法定相続情報証明制度に関する無料相談会開催
　司法書士会では、相続登記及び法定相続情報証明制度に関する無料相談会を実施
しています。
◆相談内容：�相続登記及び法定相続情報証明制度
◆受付期間：�２月28日（月）まで（土・日・祝日は除く）
◆受付場所：県内の各司法書士事務所
※�ご相談にスムーズに対応させていただくため、事前にご予約をお願いします。
◆費用：�初回相談無料（２回目以降や具体的な手続きは有料です）
　　　� 申・問青森県司法書士会［☎017－776－8398］

※�新型コロナウイルス感染症の影響により、開催が変更・中止となっている場合があります。開催の有無等については
お問合せ先へご確認ください。
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こんにちは！地域おこし協力隊です

ツイッター・インスタグラム 更新中！
　鰺ヶ沢で獲れている魚をツイッターやイ
ンスタグラムで紹介しています。ぜひフォ
ローお願いします。

　現在青森県内では、「あおもりを、食べよう！プロジェクト」という食の
地産地消の実現を目指すプロジェクトが行われています。今回は鯵ヶ沢町
漁業協同組合（冨田重基代表理事組合長）として参加させていただき、11
月13、14日にはJR弘前駅、12月９、10、11日には埼玉県のJR大宮駅にて
鰺ヶ沢産の鮮魚を販売しました。弘前駅での販売は、旬のサケやヒラメのサ
ク、刺身盛合せを販売し、２日間の開催で無事完売することができました。
「弘前市内ではなかなか新鮮な魚が手に入らないので助かる」などお客様か
ら喜びの声を多くいただきました。
　大宮駅で行われた「あおもり産直市」では、新幹線で輸送したヒラメやイ
トウの刺身を販売しました。関東での販売ということで不安も多くありまし
たが、各日ともに完売することができました。イトウは特に人気で、まとめ
買いするお客様も多かったです。高価な盛合せから売り切れるなど、需要や
客層が弘前とは全く違い、新たな発見も多く大変勉強になりました。このよ
うな活動を通して、これからさらに鰺ヶ沢の水産物を広めていきたいと考え
ています。地域の方々からのアドバイスも必須だと考えていますので、見か
けた際にはどんどん声をかけてください!!
� （地域おこし協力隊　中村　亮介・川村　遊）

インスタグラム
＠aji.gyo

２月28日（月）は　
【第８期】国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料
の納期限です。納め忘れのないようお願いします。口座振替で納付いただいている方は、納期限までに
口座残高の確認をお願いします。

ツイッター
@aji_gyogyo

　

　

--- 社会福祉法人 音 羽 会 --- 
 

〒038-2712 鰺ヶ沢町大字長平町字甲音羽山 65-412 

介護老人保健施設 ながだい荘（入所・通所）
☎0173-72-1122

グループホーム うぐいすの里    ☎0173-72-1314

 
 

〒036-8066 弘前市向外瀬字豊田 319-1 
住宅型有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅 

シニアシティ弘前          ☎0172-55-5858

天然温泉、全個室：エアコン・トイレ・洗面台・ミニキッチン 
（ＩＨ

ホームページ　http://otowakai.or.jp/

ヒータ）付
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江
戸
時
代
、
日
本
海
を
行
き
交
っ
た
北き

た

前ま
え

船ぶ
ね

は
、
港
々
に
経
済
的
な
富
を
も
た
ら
し
た

だ
け
で
な
く
、
上
方
か
ら
文
化
の
風
も
吹
き

こ
み
ま
し
た
。
津
軽
藩
の
海
の
玄
関
口
だ
っ

た
鰺
个
沢
で
は
、
海
の
向
こ
う
か
ら
や
っ
て

く
る
物
・
人
・
情
報
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

周
り
の
ど
の
地
域
と
も
違
う
進
歩
的
な
文
化

を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

津
軽
の
京
祭
り
と
呼
ば
れ
る
白し

ら

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

大た
い

祭さ
い

も
そ
う
で
す
が
、
今
も
町
の
さ
ま
ざ
ま
な

と
こ
ろ
に
、
港
町
ら
し
い
文
化
の
気
風
が
息

づ
い
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
今

回
の
歴
史
さ
ん
ぽ
で
は
、
意
外
と
知
ら
れ
て

い
な
い
、
鰺
个
沢
に
花
開
い
た
町
人
文
化
の

粋す
い

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。

■
俳
句
の
文
化

　

当
時
、
俳
句
は
、
鰺
个
沢
の
船
問
屋
た
ち

に
と
っ
て
社
交
の
た
し
な
み
で
し
た
。
も
ち

ろ
ん
そ
こ
に
は
、
俳
句
を
詠
み
合
う
句
会
な

ど
を
通
じ
て
各
地
の
豪
商
と
交
流
し
、
そ
れ

を
ま
た
商
売
に
つ
な
げ
る
と
い
う
一
面
も
あ

り
ま
し
た
。
鰺
个
沢
で
は
、
商
人
た
ち
が
文

化
の
担
い
手
だ
っ
た
の
で
す
。
江
戸
時
代
の

俳
人
松
尾
芭
蕉
の
功
績
を
た
た
え
た
芭ば

し

蕉ょ
う

塚づ
か

な
ど
の
句
碑
、
町
内
寺
院
に
数
多
く
み
ら
れ

る
辞
世
の
句
を
刻
ん
だ
風
流
な
墓
石
な
ど
か

ら
も
、
そ
の
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

俳
句
に
親
し
ん
だ
の
は
商
人
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
新
地
町
の
遊
郭
の
遊
女
も
俳
句

を
た
し
な
み
、
そ
の
名
を
神
社
の
奉
納
額
な

ど
に
残
し
て
い
ま
す
。
上
方
文
化
の
影
響
を

受
け
た
当
時
の
鰺
个
沢
は
文
化
水
準
も
高
く
、

か
な
り
の
教
養
を
身
に
つ
け
た
遊
女
も
い
た

こ
と
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

■
庭
園
の
文
化

　

近
年
、
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
津
軽

地
方
特
有
の
「
大お

お
い
し
ぶ
が
く
り
ゅ
う

石
武
学
流
」
と
呼
ば
れ
る

庭
園
文
化
で
す
。
主
に
明
治
時
代
に
造
ら

れ
た
盛せ

い

美び

園え
ん

（
平
川
市
）・
瑞ず

い

楽ら
く

園え
ん

（
弘
前

市
）・
金か

ね

平ひ
ら

成な
り

園え
ん

（
黒
石
市
）
な
ど
が
有
名
で

す
が
、
鰺
个
沢
の
高
沢
寺
庭
園
「
瀧り

ゅ
う
こ
う
え
ん

廣
園
」

が
、
実
は
江
戸
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
大
石

武
学
流
成
立
期
の
庭
園
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

最
近
の
研
究
で
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

高
沢
寺
が
、
米
町
か
ら
七
ツ
石
町
の
現

在
地
に
移
る
の
は
文
化
８
年
（
１
８
１
１
）。

津
軽
地
方
に
伝
わ
る
作
庭
書
『
山
水
秘
伝

書
』
に
、
当
時
の
高
沢
寺
庭
園
に
関
す
る
記

録
が
あ
り
、
大
石
武
学
流
宗
家
の
初
代
か
２

代
目
の
高
橋
亭て

い

山ざ
ん

が
庭
造
り
に
関
与
し
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

西
海
岸
地
方
で
は
屈
指
の
規
模
を
誇
る
高

沢
寺
庭
園
の
見
事
さ
は
、
多
く
の
文
化
人
を

魅
了
し
、
庭
園
を
愛め

で
な
が
ら
句
会
や
書
画

会
が
盛
ん
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
鰺
个
沢
に
い

ち
早
く
広
ま
っ
た
庭
園
文
化
。
こ
こ
に
も
、

成
熟
し
た
港
町
文
化
の
一
端
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
盆
踊
り
の
文
化

　

今
や
鰺
个
沢
高
校
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
る
鰺
个
沢
甚
句
の
流
し
踊
り
。
そ
の
元

を
た
ど
れ
ば
、
古
く
か
ら
鰺
个
沢
で
行
わ
れ

て
い
た
盆
踊
り
唄
に
た
ど
り
つ
き
ま
す
。
特

に
「
正
調
」
と
呼
ば
れ
る
本
来
の
鰺
个
沢
甚

句
は
、
北
前
船
の
船
乗
り
に
よ
っ
て
秋
田
・

北
陸
地
方
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
海
を
わ
た
っ
て
北
海
道
民
謡
に
も
影

響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
、
津
軽
民
謡
の
礎
を
築
い
た
成
田
雲

竹
と
高
橋
竹
山
が
編
曲
し
、
今
に
親
し
ま
れ

る
鰺
个
沢
甚
句
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

「
歴
史
が
息
づ
く
町
」
は
数
多
く
あ
り
ま

す
が
、
鰺
个
沢
の
魅
力
は
、
何
と
言
っ
て
も
、

港
町
に
独
自
に
育
ま
れ
て
き
た
町
人
文
化
の

多
彩
さ
で
す
。
こ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
自
慢
し

た
い
で
す
よ
ね
。�

（
町
学
芸
員　

中
田
）

第
７
回
　
港
町
の
町
人
文
化

◆鰺ヶ沢の主な句碑・辞世句墓
名　称 場　所 建立年 建立者他

芭蕉塚（芭蕉句碑） 高沢寺 天保３年（1832） 町内俳人ら
日蔭塚（芭蕉句碑） 岩谷 天明３年（1783） 町内俳人ら
保村晩杏句碑 岩谷 寛政７年（1795） 備前屋・酒造業
化石塚（化石句碑） 来生寺 文政９年（1826） 化石門弟ら
禽翁齋宗全墓 願行寺 安永５年（1776） 俳諧宗匠
中村子光墓 法王寺 安永８年（1779） 遊郭業
塩越屋羽扇墓 高沢寺 安永８年（1779） 遊郭業
生駒睢員墓 来生寺 文政11年（1828） 三国屋・船問屋

　※このほか、町内神社には俳句奉納額も多数残されている。

高沢寺庭園「瀧廣園」
現在は当時と庭石の配置が変わっている

鰺ヶ沢の盆踊り（昭和30年代）
昔は新地遊郭を中心に寺や町通りで行われていた

鰺ヶ沢の俳人として知られた小野
化石の句碑「化石塚」（来生寺）　
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干
支
の
話

　

皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

今
号
は
、
連
載
内
容
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
お

休
み
し
て
、
干
支
の
話
を
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
干
支
は
「
寅
」
で
す
ね
。
…
憧
れ

ま
す
（
？
）。
と
い
う
の
も
、
私
「
酉
」
年

で
し
て
、
昔
か
ら
「
三
歩
あ
る
け
ば
物
忘
れ

る
」
等
と
言
わ
れ
、「
な
ん
か
な
あ
」
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。
寅
、
か
っ
こ
い
い
で
す
よ

ね
。
私
の
好
き
な
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
シ

リ
ー
ズ
「
車
寅
次
郎
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
こ

と
も
相
ま
っ
て
、
寅
年
、
や
っ
ぱ
り
憧
れ
で

す
。
憧
れ
、
と
言
っ
て
も
仕
方
な
い
の
で
す

け
ど
…
。

　

余
談
は
さ
て
お
き
、
皆
さ
ま
、「
一い

ち

代だ
い

様さ
ま

信
仰
」
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
自
分
の
生

ま
れ
年
の
干
支
と
、
仏
教
の
八
大
尊
と
を
組

み
合
わ
せ
、
自
分
の
守
り
本
尊
を
一
代
様
と

し
て
信
仰
す
る
津
軽
の
民
俗
な
の
で
す
が
、

お
そ
ら
く
「
な
ん
の
こ
っ
ち
ゃ
」
状
態
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、『
青
森
県
百
科
事
典
』（
楠

美
鐡
二
編
、
１
９
８
１
年
、
東
奥
日
報
社
）

よ
り
参
照
し
た
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
、
一
番
上
の
「
子
」
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
干
支
の
「
子
」
は
、
八
大
尊
の
千

手
観
音
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、「
津
軽
の
一
代
様
」
と
い
う
行
に
は

「
目
屋
の
清き

よ

水み
ず

観か
ん

音の
ん

」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す

ね
。
こ
れ
は
、
弘
前
市
東
目
屋
の
清
水
観
音

（
多た

賀が

神じ
ん

社じ
ゃ

）
の
こ
と
で
、
子
年
の
方
は
、

清
水
観
音
に
参
る
と
、
自
分
の
一
代
様
を
拝

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
年
の
干
支
、「
寅
」
を
見
て
み
る
と
、

「
丑
」
と
と
も
に
「
百
沢
の
求ぐ

聞も
ん

寺じ

」
が
一

代
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。
求
聞
寺
は
、
現
在

の
岩
木
山
神
社
よ
り
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
多
少
の
石
段
を
登
り
ま
す
が
、
静

か
で
良
い
と
こ
ろ
で
す
よ
。

　

現
代
に
お
い
て
も
、
初
詣
や
厄
払
い
の
際

に
、
自
分
の
一
代
様
へ
お
参
り
し
に
行
く
方

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
自
分
の
一
代
様
に
お
参
り
し
た
こ

と
が
な
け
れ
ば
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ブ
レ
ー

ク
タ
イ
ム
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
次
号
も
お
楽

し
み
に
。

�

（
青
森
県
民
俗
の
会　

櫻
井
歓
太
郎
）

　鰺ヶ沢高校で鰺ヶ沢甚句の流し踊りが始まったの
は、昭和40年10月の鰺高祭から。当時は、家政科の
女子生徒を中心に実習で浴衣を製作し、正調鰺ヶ沢
甚句の踊りに体育の要素を加えた踊りでした。
　家政科の流し踊りはその後途絶えますが、平成
５年に鰺高50周年を記念した全校行事として復活。
“西の八幡 港を守る♪”でおなじみの雲竹節の歌
と踊りが、鰺ヶ沢の夏に彩りを添えています。
� 　（町学芸員 中田）

～鰺ヶ沢高校の流し踊り～
わが町・あの日・あの時 �

写真でふりかえる

解説：千田寿衛（町文化財審議会会長）

　山麓の比較的明るい所や樹木下に生える常緑の多
年草。茎は長く地面をはい、２ｍ位になる。葉は小
形の披針形で、輪生状またはらせん状に密生し、硬
質で光沢があり、色は淡緑色である。縁には微鋸歯
があり、中脈がはっきりしている。胞子のう穂は、
はっている茎から分枝して直立し、葉がまばらに２
～４個つき、淡黄色である。胞子葉は短柄があり、
縁に少し鋸歯がある。腎臓形の胞のうは、横にささ
げて黄色の胞子を生ずる。胞子は石

せきしょうし

松子と呼ばれ薬
用とするが、青森県では特産のリンゴの人工授粉用
に用いた。

遊ゆ
う
山ざ
ん
道ど
う
の
　
　

植
物
図
鑑（
54
）

ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ

 

［
第
17
回
］

町観光協会提供

昭和40年代
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～鰺ヶ沢高校行事予定～
（２月）

◦２月 ４日（金）　スキー教室
◦２月14日（月）　
　　～17日（木）　１・２年学年末考査
◦２月22日（火）　避難訓練③
◦２月28日（月）　卒業式予行・表彰式
　　　 　　　　緑ヶ丘同窓会入会式

問青森県立鰺ヶ沢高等学校［☎72－2106］
　ＨＰ　http://www.ajigasawa-h.asn.ed.jp/

【
ス
ポ
ー
ツ
・
競
技
大
会
】

　

12
月
22
日
（
水
）・
23
日
（
木
）
に
本
校

第
一
体
育
館
で
ス
ポ
ー
ツ
・
競
技
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
学
年
の
枠
を
越
え
た
縦
割
り

形
式
で
の
３
チ
ー
ム
（
赤
・
青
・
緑
組
）
と
、

教
員
チ
ー
ム
の
計
４
チ
ー
ム
で
の
リ
ー
グ
戦

を
行
い
ま
し
た
。

　

競
技
は
１
日
目
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
女

混
合
）
と
ボ
ッ
チ
ャ
（
男
女
別
）、
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
、
ダ
ー
ツ
で
、
２
日
目
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
男
女
混
合
）
と
オ
セ
ロ
で
す
。
今
年
度
か

ら
は
、
新
た
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
ダ
ー
ツ
を
行

い
ま
し
た
。

　

大
会
初
日
の
22
日
に
は
、
保
護
者
の
方
々

に
「
登
校
時
一
声
運
動
」
と
「
豚
汁
支
援
」

で
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
豚
汁
の
調
理
後
に

は
保
護
者
の
方
々
も
教
員
チ
ー
ム
に
入
っ
て

生
徒
チ
ー
ム
と
ボ
ッ
チ
ャ
で
対
戦
し
ま
し
た
。

昼
休
み
は
お
い
し
い
豚
汁
を
全
校
で
い
た
だ

き
、
冷
え
た
体
を
温
め
ま
し
た
。
保
護
者
の

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
様
々
な
形
で
盛
り
上
が
っ
た
、
と

て
も
有
意
義
な
ス
ポ
ー
ツ
・
競
技
大
会
に
な

り
ま
し
た
。

◆
生
徒
の
感
想
（
一
部
抜
粋
）

�

【
11
Ｈ
Ｒ　

柳　
　

萌
花
】

　

私
は
ダ
ー
ツ
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
、
シ
ン
グ
ル
ス
の
試

合
の
時
に
あ
ま
り
サ
ー
ブ
が
入
ら
ず
、
レ

シ
ー
ブ
を
打
つ
時
に
シ
ャ
ト
ル
を
拾
え
な
く

て
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ダ
ブ

ル
ス
で
は
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
た
先
輩
の

お
か
げ
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝

し
て
も
し
き
れ
な
い
で
す
。

　

主
審
や
点
数
係
な
ど
を
や
る
と
き
に
間
違

え
な
い
か
心
配
で
し
た
が
、
し
っ
か
り
見
て

や
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
チ
ー
ム
の
人
が

試
合
を
し
て
い
る
時
も
応
援
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

来
年
度
は
、
今
年
度
の
よ
う
な
あ
ま
り
相

手
チ
ー
ム
に
勝
て
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
も
っ
と
自
主
練
習
を
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

�

【
21
Ｈ
Ｒ　

佐
藤　

優
維
】

　

私
が
ス
ポ
ー
ツ
・
競
技
大
会
で
思
い
出
に

残
っ
た
こ
と
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ダ
ー
ツ
で

す
。
ダ
ー
ツ
は
最
初
は
や
り
方
が
わ
か
ら
ず

心
配
な
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
練
習
し
て

い
る
う
ち
に
少
し
ず
つ
良
い
得
点
を
取
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
と
て
も
思
い
出
深
い
で
す
。

　

ま
た
、
他
の
競
技
で
も
全
校
生
徒
、
先
生

方
が
楽
し
く
良
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で

き
て
、
生
徒
会
役
員
と
し
て
す
ご
く
嬉
し
い

こ
と
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
大
会
を

通
し
て
仲
間
と
の
絆
も
深
ま
り
、
と
て
も
良

い
行
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
来
年
度
も
今
ま
で
に
や
っ
た
こ

と
の
な
い
競
技
を
取
り
入
れ
、
よ
り
思
い
出

深
い
、
ス
ポ
ー
ツ
・
競
技
大
会
に
し
て
ほ
し

い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

�

【
21
Ｈ
Ｒ　

佐
藤　

千
華
】

　

私
が
行
っ
た
競
技
は
、
ダ
ー
ツ
、
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
オ
セ
ロ
で
す
。

特
に
私
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
オ
セ
ロ
に
力
を

入
れ
ま
し
た
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
二
対
二
や
一
対
一
で

対
戦
し
、
白
熱
し
た
り
、
接
戦
だ
っ
た
り
、

緊
迫
感
も
あ
り
な
が
ら
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

オ
セ
ロ
で
は
、
相
手
に
ど
う
勝
つ
か
考
え

な
が
ら
勝
利
す
る
こ
と
で
達
成
感
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
増
え
た
競
技
で
ダ
ー

ツ
と
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
、
チ
ー
ム
で
の
協

力
プ
レ
イ
が
と
て
も
必
要
な
競
技
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
特
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
は
観
戦
し
て

い
る
側
も
戦
っ
て
い
る
側
も
盛
り
上
が
り
、

負
け
て
も
勝
っ
て
も
楽
し
く
、
と
て
も
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

    

鰺
高
通
信

ボッチャ（女子）

オセロ

ダーツ

【
各
競
技
の
優
勝
チ
ー
ム
】

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
女
混
合
）
青
組

ボ
ッ
チ
ャ
男
子　
　
　
　
　
　

赤
組

　
　
　
　

女
子　
　
　
　
　
　

緑
組

ｅ
ス
ポ
ー
ツ　
　
　
　
　
　
　

青
組

ダ
ー
ツ　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
組

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
男
女
混
合
）
青
組

オ
セ
ロ　
　
　
　
　
　
　
　
　

緑
組
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～ご結婚おめでとう！～
（12月16日～１月15日届出分）

（ 北　浦　慶　幸　（宮　浜）
工　藤　まゆこ　（弘前市）

【法テラス鰺ヶ沢法律事務所の概要】
◆所 在 地　〒038︲2761
　　　　　　鰺ヶ沢町大字舞戸町字後家屋敷９⊖４
　　　　　　鰺ヶ沢町総合保健福祉センター内

◆業務時間　月～金　９：00～17：00
　　　　　　（土・日・祝日は休業）

◆電話番号　０５０－３３８３－８３６９

◆業　　務
①法律相談（面談による相談。事前予約制。）
・有料での法律相談
・ 無料法律相談（収入や預貯金が少ない方。た
だし、刑事事件に関する相談は対象外。）
※ 65歳以上のご高齢の方、障がいや病気で外出
ができない方など、法律事務所へ赴くことが
困難な場合には、弁護士による出張法律相談
ができる場合があります。お気軽に法テラス
鰺ヶ沢法律事務所までお電話ください。
②事件の受任
　訴訟手続代理業務や債務整理代理業務など

～鰺ヶ沢町にお住まいのみなさまへ～
　 弁護士に相談することなのか分からない場合
でもお気軽にお電話ください！！
　お待ちしております(^O^) ／

　　新　年
　あけましておめでとうございます。
　12月下旬からの寒波で雪が降り積もり、移動が
大変な時期になってきました。
　法テラス鰺ヶ沢法律事務所では、基本的には事務
所で相談を受けておりますが、施設入所中や入院中
で自由に外出ができない場合など、一定の要件を満
たせば出張で相談をお受けすることができる場合も
あります。相談したいことがあるけれども外出がで
きないという方は、気軽にお問合せください。
　本年もよろしくお願いいたします。

� 弁護士　遠
えん

藤
どう

　弘
ひろ

士
し

Vol.₇₅

遠藤弁護士

※ 下記は、関係者に確認のうえ、了承を得た方のみ
掲載しています。今月の戸籍の窓

鰺ヶ沢町の交通事故発生状況
（令和３年12月末現在）

▼発生件数　　　　 8件　（－ 1）
▼死 者 数　　　　00人　（－01）
▼傷 者 数　　　　 9人　（± 0）
＜※カッコ内は前年との比較＞

《お問合せ》鰺ケ沢警察署交通課
（☎72－2151）

鰺ヶ沢町の人口
（令和３年12月末現在）

▼男　4,317人 （4,327 －10）

▼女　4,918人 （4,925 －07）

▼計　9,235人 （9,252 －17）

▼世帯数　4,458 （4,467 －09）

　※カッコ内は先月との比較

（12月16日～１月15日届出分）

奈　良　心
こ

々
こ

寧
ね

　（純平）　　　館　　

（12月16日～１月15日届出分）

松　野　冨士男　（78歳）　七�ツ�石�町
瀧　吉　誠　造　（78歳）　建　石　町
原　田　タマヱ　（84歳）　本町一丁目
橋　本　　曉　　（71歳）　日�照�田�町
山　本　美代子　（91歳）　岩　　　谷
神　　　のり子　（93歳）　湯　舟　町
佐　藤　正　一　（86歳）　　　館
神　　　光　郎　（87歳）　南�浮�田�町
五十嵐　孝　一　（84歳）　漁　師　町
田　中　つる子　（94歳）　中　　　下
本　間　み　ゑ　（89歳）　小　ノ　畑
坂　本　フミエ　（88歳）　松　代　町
本　間　サツヱ　（98歳）　小　ノ　畑
中　村　又三郎　（88歳）　長　平　町
晴　山　則　男　（61歳）　松　　　島
世　永　富　也　（80歳）　大　和　田
小　野　年　夫　（63歳）　日�照�田�町
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　昨年12月30日、令和２年度成人を祝う
式典が舞戸公民館で行われ、21歳の新成
人25名が決意を新たにしました。
　同式典は、新型コロナウイルス感染症に
よる３度の延期を乗り越えての開催となり、
新成人らの喜びもひとしおです。
　21歳の新成人を代表して県内小学校で働
く齊藤初葵さんが「行動に責任を持って進
んでいきたい」と誓いの言葉を述べました。
　また、１月９日には令和３年度鰺ヶ沢町
成人式が同公民館で行われ、39名の新成
人が出席しました。
　新成人を代表して関西学院大学に通う岩
谷主税さんが「誇りと責任を持ち、日々精
進していく」と誓いの言葉を述べました。
　両日ともに会場の至るところで、旧友と
記念写真を撮る姿や思い出話に話を咲かせ
る様子などが見られました。

令
和
２
年
度
成
人
を
祝
う
式
典

令
和
３
年
度
鰺
ヶ
沢
町
成
人
式

鰺ヶ沢町に生まれ育った誇りを胸に 新しい時代を切り開いて
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